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1.交通網

わが国の国内交通機関は、おもに鉄道と自動車であるが、島々を連絡す

る航路と大都市や主要な地方郡市を結ぶ航空路も発達している。

わが国の鉄道は、経営形態からみると日本国有鉄道公社の経営する鉄道

（国有鉄道）と民間企業の経営する鉄道（民営鉄道）に大別される。1972年

3月31日現在の営業キロ数は、国有鉄道20,924km、民営鉄道5,878kmで、

駅の数は、国有鉄道5,221（旅客駅、貨物駅とも）民営鉄道4,814である。

鉄道の軌間は大部分狭軌（1067mm）で、国有鉄道の新幹線と大都市とその

周辺の民営鉄道の一部は標準軌間（1435mm）である。国有鉄道の路線で、

電化区間は6,685km、複線以上の区間は5,064kmである。

道路法にもとづく道路は、高速自動車国道、一般国道、都道府県道、市

町村道に区分されている。1972年3月31日現在の道路延長は、国道（高速

自動車国道を含む）33,686km、都道府県道124,852km、市町村道879,225km

である。

1972年3月31日現在の航空路は路線別空港間距離の合計が約5万kmで

ある。空港と飛行場は約70港（民間飛行場を除く）である。

1972年4月1日現在の定期航路は約970である。また、これらの基地と

なる港湾は1972年6月1日現在約1070港である。

〔凡例と作図の要点〕

この図は、鉄道、道路、航空路、航路とこれらを接続連絡する駅、イン

ターチェンジ、空港、港湾などを表示し、国内の交通網の概況を示した。

鉄道路線延長は約10km（図上4mm）以上のものを表示した。なお、東

京、横浜、大阪、名古屋、札幌などに敷設されている地下鉄は省略した。

道路は国道と都道府県道のうちの主要地方道を表示し、道路延長の採用

基準は鉄道に準じたが主要な路線については 10km以下のものも表示し

た。
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航空路は国内定期航空路のうち、図の表現上錯雑しないかぎりフライト

コース中もっとも頻度の高いルートを表示した。

空港は空港法にもとづいて区分した。第1種空港は国際空港のことで東

京、大阪の2空港だけである。第2種空港はおもな国内航空路線に必要な空

港をいう。第3種空港は地方的な航空運送を確保するために必要な空港を

いう。これら空港はいづれも運輸省または地方公共団体によって管理され

る。その他の飛行場は防衛庁によって管理されるもののうち公共用の指定

をうけた民間機発着の可能な飛行場である。

航路は定期航路を表示した。港湾は港湾法にもとづいて、特定重要港湾、

重要港湾、地方港湾に区分した。特定重要港湾は重要港湾のうち、外国貿

易の増進上特に重要な港湾をいう。
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8.運輸省，昭和47年航空輸送統計年報

9.運輸省各地方海運局資料

10.運輸省，港湾一覧
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2.外国との航空路

1975年3月10日現在で国際線旅客定期航空路をもち、わが国の空港に

発着する航空会社は、日本航空と外国の航空会社29社である。

わが国を中心とした路線は、太平洋線、東南アジア線、南回りヨーロッ

パ線、北回りヨーロッパ線、大西洋線に大別される。

中国との航空協定によって1974年9月から東京と北京間の国際路線が

開通した。また、ＵＴＡが1974年11月1日から東京とヌーメア（ニューカ

レドニア）間、ＩＲが1974年11月20日からテヘラン・北京・東京間の運航

をそれぞれ開始した。日本航空の就航している路線はほとんど外国の航空

会社の路線と重複している。

東京からおもな都市までのおおよその所要時間はシドニー9時間30分、

リマ18時間30分、サンパウロ24時間、ブエノスアイレス24時間、アンカ

レッジ6時間50分、モスクワ10時間20分、ロンドン（南回り）24時間、

パリ（北回り）17時間、ヨハネスバーグ約19時間である。

鉄道路線の複線化の状況（1974）
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（日本国有鉄道資料から作成）

〔凡例と作図の要点〕

この図は日本航空とわが国に発着する外国航空会社の旅客定期航空路を

表わした。この図に表示した航空路のルートは単に空港間を結んだ線で、実

際のフライトコースではない。

〔資料〕

1.各航空会社,国際線時刻表

2．外航船舶航路

1974年4月1日現在のわが国の外航定期航路は、中近東・地中海、ニュー

ヨーク、東南アジア、カリブ海、中南米西岸、汎太平洋など37航路である。

このうちコンテナ航路は、ヨーロッパ、地中海、ニューヨーク、北米北西

岸、カリフォルニア、オーストラリア、北米太平洋岸の7航路である。

これらの航路に就航した航海数は1973年1年間に約2,800回である。

1967年以降の中東戦争によってひきおこされたスエズ運河の閉鎖のた

め、アフリカ南端の喜望峰回り、またはパナマ運河経由となっていた。し

かし1975年にはスエズ運河の閉鎖はとかれ、船舶は航行できるようになっ

た。

下関と釜山を結ぶ関釜フェリーを除けばわが国の外航定期航路はいずれ

も貨物航路である。

〔凡例と作図の要点〕

この図はわが国の外航定期航路を表示した。寄港地が密集して表現が困

難な場合には、船舶の寄港度数などを考慮して寄港地を適宜省略した。な

お、寄港地の名称は港の名ではなく、そこの都市名とした。

〔資料〕

1.運輸省,外航定期航路一覧表,昭和49年4月1日現在

2.国内の各海運会社資料

主要フェリー航路の系統（1974）
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（運輸省資料から作成）

日本に乗り入れている国際線航空会社
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Air India

Egyptair

Flying Tiger

Lufthansa German Airlines
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1． 交 通 網

2. 外 国 と の 航 空 路.
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